
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
、

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
グ

ル
ー
プ
の
従
業
員
の
皆
さ
ん
、

今
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ
て
い
な

く
て
も
、
今
リ
ス
ト
ラ
の
兆

し
や
予
告
が
な
く
て
も
、
予

防
の
た
め
に
今
す
ぐ
わ
た
し

た
ち
の
組
合
「
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
」
（
以
下
、

組
合
）
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
リ
ス
ト
ラ
に

あ
っ
た
時
、
リ
ス
ト
ラ
の
兆

し
や
予
告
が
あ
っ
た
時
も
、

す
ぐ
に
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。
兆
し
や
予
告
の
段
階
で

も
、
あ
な
た
は
す
で
に
リ
ス

ト
ラ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
際
に
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ

て
い
る
場
合
、
例
え
ば
、
激

し
い
退
職
勧
奨
が
す
で
に
複

数
回
行
わ
れ
て
か
ら
組
合
に

加
入
し
た
場
合
、
雇
用
は
守

れ
て
も
退
職
勧
奨
を
払
い
の

け
る
に
は
相
当
な
労
力
を
要

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
今
は
兆
し
や
予
告
で

あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
激
し
い

退
職
勧
奨
が
や
っ
て
来
て
も

お
か
し
く
は
な
い
の
で
す
。

リ
ス
ト
ラ
の
ツ
ー
ル

リ
ス
ト
ラ
の
ツ
ー
ル
に
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

▼
低
評
価
▼
Ｐ
Ｉ
Ｐ
（
業
績

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
▼
賃
下

げ
▼
降
格
（
以
上
は
「
パ
ワ

ハ
ラ
４
点
セ
ッ
ト
」
）

▼
Ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
（Low

Perfo

rmance
Identification

Conversation

）
＝
上
司

が
低
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
判

断
し
た
従
業
員
を
対
象
に
し

た
業
績
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

目
標
未
達
に
な
る
と
次
に
Ｐ

Ｉ
Ｐ
に
進
む

▼
ボ
ト
ム
10
～
15
％
＝
部

門
が
業
績
下
位
10
～
15
％

と
判
断
し
た
従
業
員
を
退
職

さ
せ
る
た
め
、Checkpoin

t

でLow
Pe

rfo
rme

r

の
フ

ラ
グ
付
け
を
す
る

▼
退
職
勧
奨
＝
退
職
す
れ
ば

退
職
加
算
金
・
再
就
職
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
を

う
た
っ
て
退
職
を
勧
奨
す
る

面
談

▼
改
善
計
画
や
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
の
要
求
＝
退
職
勧
奨
を

断
る
と
執
拗
に
要
求
さ
れ
る

今
後
の
改
善
計
画
や
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン

▼
退
職
強
要
＝
退
職
を
断
っ

て
も
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
る

退
職
勧
奨

▼
ロ
ッ
ア
ウ
ト
解
雇
＝
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
２
０
１
２
年
～
２

０
１
５
年
に
行
っ
た
、
期
限

（
約
１
ヶ
月
後
）
ま
で
に
自

主
退
職
す
れ
ば
退
職
加
算
金
・

再
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
、
自
主
退
職
し
な

け
れ
ば
こ
れ
ら
は
提
供
せ
ず

期
限
の
日
に
あ
な
た
を
解
雇

し
ま
す
、
と
い
う
解
雇
予
告

リ
ス
ト
ラ
の
兆
し

リ
ス
ト
ラ
の
兆
し
は
、
上

司
が
低
評
価
、
Ｐ
Ｉ
Ｐ
、
Ｌ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
言
及
し
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
会
社
や
部
門
が
人

員
削
減
の
計
画
を
発
表
し
て

い
な
い
段
階
で
、
職
場
で
今

ま
で
と
は
違
う
様
子
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
状

況
で
す
。
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

▼
上
司
の
言
動
が
攻
撃
的
・

威
圧
的
・
不
穏
に
な
っ
て
き

た▼
自
分
の
部
門
で
最
近
、
退

職
者
が
ち
ら
ほ
ら
出
る
よ
う

に
な
っ
た

▼
自
分
の
部
門
で
最
近
、
他

部
門
へ
の
転
出
者
が
ち
ら
ほ

ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た

リ
ス
ト
ラ
の
予
告

リ
ス
ト
ラ
の
予
告
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
上
司
の
低
評
価
／
Ｐ
Ｉ
Ｐ

／
Ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
を
予
告
す
る
発

言
＝
上
司
が
「
こ
の
ま
ま
だ

と
低
評
価
／
Ｐ
Ｉ
Ｐ
／
Ｌ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
に
な
る
」
と
断
定
す
る

発
言
、
ま
た
は
そ
の
可
能
性

を
告
げ
る
発
言
（
Ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

が
あ
る
の
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
み
で

す
）

▼
人
事
か
ら
の
低
評
価
予
告

メ
ー
ル
＝
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
２
０

０
８
年
の
大
リ
ス
ト
ラ
で
使

用
し
た
、
人
事
か
ら
の
「
こ

の
ま
ま
だ
と
低
評
価
に
な
る
」

と
予
告
す
る
メ
ー
ル

▼
グ
ロ
ー
バ
ル
ま
た
は
部
門

の
人
員
削
減
の
数
値
発
表

▼
部
門
業
務
の
縮
小
発
表

▼
部
門
業
務
の
Ａ
Ｉ
置
き
換

え
発
表

▼
部
門
業
務
の
海
外
・
関
連

会
社
な
ど
へ
の
移
管
発
表

▼
部
門
の
分
社
化
発
表
＝
分

社
化
で
発
足
し
た
会
社
で
リ

ス
ト
ラ
が
行
わ
れ
た
事
例
は

多
数
あ
る

今
す
ぐ
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
リ

ス
ト
ラ
に
は
こ
の
よ
う
な
ツ
ー

ル
、
兆
し
や
予
告
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
今
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ

て
い
な
く
て
も
、
今
リ
ス
ト

ラ
の
兆
し
や
予
告
が
な
く
て

も
、
予
防
の
た
め
に
今
す
ぐ

組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

組
合
に
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ

ル
ー
プ
だ
け
で
な
く
、
キ
ン

ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
グ
ル
ー

プ
の
従
業
員
の
皆
さ
ん
も
加

入
で
き
ま
す
。

組
合
へ
の
ご
連
絡
は
、
３

面
の
「
組
合
な
ん
で
も
相
談

窓
口
」
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
は
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
「
ご
意
見
ご
相
談
」
を

ク
リ
ッ
ク
、
記
入
し
て
送
信

し
て
下
さ
い
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２４年７月１日 か い な 第２４４８号
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★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２４年７月１日 か い な 第２４４８号(4)

先
日
、
実
母

が
亡
く
な
っ
た
。

49
日
も
無
事
に

終
わ
り
ホ
ッ
と

し
て
い
る
。
今

に
な
っ
て
冷
静

に
葬
儀
費
用
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
３
年
前
に
亡
く

な
っ
た
実
父
の
時
と
比
べ
て

物
価
高
騰
の
影
響
か
ら
祭
壇

や
ら
、
供
花
や
ら
、
料
理
や

ら
、
何
か
ら
何
ま
で
価
格
が

上
が
っ
て
い
た
▼
物
価
高
騰

は
ま
だ
ま
だ
収
ま
ら
な
い
の

に
、
光
熱
費
の
補
助
金
延
長

を
８
月
再
開
し
て
も
、
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
今
年

の
夏
は
猛
暑
に
な
る
ら
し
い
。

エ
ア
コ
ン
の
電
気
代
を
気
に

し
つ
つ
、
定
額
減
税
が
あ
っ

て
も
焼
け
石
に
水
で
あ
る
▼

賃
金
が
上
が
ら
な
い
私
に
と
っ

て
は
予
期
せ
ぬ
弔
事
の
出
費

に
つ
い
て
も
か
な
り
き
つ
い
。

賃
上
げ
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
福
利
厚
生
の
弔
慰
金

の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
会
社
で
は
、
実
父
母

の
場
合
は
５
万
円
で
あ
る
が
、

10
万
円
に
見
直
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
経
験
し

た
私
だ
か
ら
こ
そ
身
に
し
み

て
思
う
。
（
Ｔ
Ｍ
）

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用賃金差別裁判 7/04(木)13:10 東京地裁510号法廷

ＡＩ不当労働行為事件 7/09(金)12:50 都庁第一庁舎南１階集合

定年後再雇用不当労行為事件 組合ホームページをご確認下さい。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ
ン
ド
リ
ル
の
従
業
員
の
皆
さ
ん

あ
な
た
も
今
す
ぐ
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！



(3)２０２４年７月１日 か い な 第２４４８号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２４年７月１日 か い な 第２４４８号(2)

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
７
月
７
日

か
ら
新
年
度
を
迎
え
ま
す
。

２
０
２
５
度
運
動
方
針
か
ら
、

要
求
課
題
と
統
一
闘
争
の
基

本
的
な
考
え
方
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
の

年
間
闘
争
の
基
本

（
１
）
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
と

産
別
団
交
を
軸
に
し
た
産
業

別
統
一
闘
争
を
強
化
し
ま
す
。

春
闘
と
秋
闘
を
年
間
の
要
求

闘
争
の
二
本
柱
と
し
、
そ
れ

に
夏
季
闘
争
と
年
末
闘
争
を

加
え
た
年
間
四
大
闘
争
に
取

り
組
み
ま
す
。

（
２
）
こ
う
し
た
年
間
闘
争

の
な
か
で
、
要
求
を
求
心
力

に
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）
賃
上
げ
と
労
働
時
間

短
縮
を
年
間
闘
争
の
要
求
の

重
点
と
位
置
づ
け
ま
す
。

秋
闘
で
は
労
働
時
間
短
縮
を

統
一
要
求
書
の
重
点
に
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
年
末
闘

争
や
春
闘
で
も
引
き
続
き
年

間
闘
争
と
し
て
要
求
の
前
進

を
め
ざ
し
ま
す
。

「
賃
金
が
あ
が
る
国
」
へ
の

転
換
は
引
き
続
き
重
要
課
題

（
１
）
実
質
賃
金
は
22
年
４

月
以
降
、
24
ヶ
月
連
続
で
前

年
同
月
を
下
回
り
、
統
計
開

始
以
来
最
長
と
な
り
ま
し
た

（
24
年
３
月
現
在
）
。
２
０

２
０
年
を
１
０
０
と
す
る
と

実
質
賃
金
指
数
の
ピ
ー
ク
の

１
９
９
６
年
（
１
１
６
．
５
）

に
対
し
２
０
２
３
年
は
９
７
．

１
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

96
年
の
賃
金
水
準
に
戻
す
に

は
６
万
円
以
上
の
賃
上
げ
が

必
要
と
な
る
計
算
で
す
。
実

質
消
費
支
出
（
２
人
以
上
世

帯
）
も
、
23
年
３
月
以
降

13
ヶ
月
連
続
で
前
年
同
月
を

下
回
る
な
ど
、
物
価
高
騰
に

よ
る
生
活
悪
化
は
引
き
続
き

深
刻
で
す
。

（
２
）
24
春
闘
以
降
も
異
常

な
円
安
と
物
価
高
騰
が
止
む

気
配
を
見
せ
ま
せ
ん
。
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
で
は
、

２
０
２
４
年
一
年
間
の
主
要

食
品
の
平
均
値
上
が
り
率
は

19
％
と
予
想
さ
れ
て
お
り

22
年
の
14
％
、
23
年
の
15

％
を
さ
ら
に
上
回
る
見
込
み

で
す
。
当
面
、
実
質
賃
金
が

前
年
比
プ
ラ
ス
に
な
る
見
込

み
は
見
え
ま
せ
ん
。

（
３
）
こ
の
よ
う
に
、
「
賃

金
が
あ
が
る
国
」
へ
の
転
換

を
め
ざ
す
取
り
組
み
は
引
き

続
き
重
要
な
課
題
で
す
。
25

春
闘
に
お
け
る
大
幅
賃
上
げ

と
全
国
一
律
最
低
賃
金
の
実

現
を
２
つ
の
柱
に
、
「
賃
金

の
あ
が
る
国
」
へ
の
転
換
を

め
ざ
し
、
賃
金
闘
争
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
25
春
闘
で
は
、
「
大

幅
賃
上
げ
」
の
社
会
的
世
論

を
ひ
ろ
げ
る
と
と
も
に
、
積

極
的
な
要
求
を
高
く
か
か
げ
、

統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に

「
一
発
妥
結
で
は
春
闘
は
終

わ
ら
な
い
」
「
必
ず
、
上
積

み
を
勝
ち
取
る
」
と
い
う
本

気
の
か
ま
え
を
つ
く
り
ま
す
。

要
求
提
出
前
か
ら
生
活
を
土

台
に
し
た
要
求
づ
く
り
と
職

場
・
地
域
で
の
世
論
づ
く
り

な
ど
を
つ
よ
め
ま
す
。
す
べ

て
の
支
部
分
会
が
ス
ト
ラ
イ

キ
に
総
決
起
す
る
と
と
も
に
、

最
後
ま
で
統
一
闘
争
を
堅
持

し
て
、
相
互
激
励
と
相
互
支

援
を
強
め
、
産
別
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
全
国
統
一
闘

争
を
た
た
か
い
ぬ
き
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
型
賃
金
（
成
果
主
義
）

と
の
た
た
か
い

（
１
）
省
略

（
２
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
「
ジ
ョ

ブ
型
人
事
」
が
入
れ
ら
れ
た

職
場
で
は
、
職
場
の
不
満
が

充
満
し
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
な
ど

た
た
か
う
労
働
組
合
へ
の
期

待
も
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ョ
ブ
型
人
事
」
反
対
の

声
を
職
場
に
ひ
ろ
げ
、
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

抜
本
的
な
労
働
時
間
短
縮
で
、

誰
も
が
人
間
ら
し
い
生
活
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る

（
１
）
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
こ
の

間
、
賃
上
げ
と
あ
わ
せ
て
労

働
時
間
短
縮
を
人
間
ら
し
い

生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
重

要
課
題
と
位
置
づ
け
本
格
的

な
時
短
闘
争
を
す
す
め
よ
う

と
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
の
情
勢
は
、
本
格
的

な
時
短
闘
争
の
重
要
性
を
ま

す
ま
す
裏
付
け
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
本
格
的
な
時
短

闘
争
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）
日
本
社
会
の
未
来
を

左
右
す
る
「
少
子
化
」
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
男

女
と
も
に
長
時
間
労
働
に
よ

る
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
、

「
自
分
と
家
族
の
た
め
の
時

間
」
を
確
保
で
き
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
解
決
は
、

同
時
に
、
本
格
的
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
推
進
す
る
た
め

に
も
不
可
欠
で
す
。
「
若
者

が
結
婚
・
子
育
て
に
希
望
を

も
て
る
賃
金
・
労
働
条
件
」

と
い
う
視
点
か
ら
の
議
論
を

す
す
め
ま
す
。

（
３
）
政
府
・
財
界
に
よ
る
、

労
働
時
間
法
制
の
大
改
悪

（
労
働
基
準
法
改
悪
）
に
断

固
反
対
し
、
裁
量
労
働
制
な

ど
労
働
法
制
改
悪
を
職
場
に

持
ち
込
ま
せ
な
い
取
り
組
み

を
強
め
る
と
と
も
に
、
一
日

７
時
間
労
働
制
と
時
間
外
規

制
強
化
の
要
求
を
対
置
し
て

た
た
か
い
ま
す
。

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

IBM 箱崎 ＩＳＥＬ 大岡 義久 090-5243-3082

Kyndryl 六本木 サービスエクセレンス 笹目芳太郎 080-5915-6329

IBM 大宮西 ＴＬＳ．ＣＥ 佐久間康晴 080-5915-7817

IBM 大阪 ＴＬＳ 河本 公彦 080-5915-5204

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037(月水金 13-16時・除休日) FAX 03-5562-0853

メール kumiai@jmitu-ibm.org WEB https://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

か
い
な
２
４
４
６
号
で
ご

紹
介
し
た
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ

大
会
に
参
加
し
た
生
熊
茂
美

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
特
別
顧
問
の
手

記
の
続
編
で
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

最
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と

４
月
18
日
か
ら
24
日
の

日
程
で
、
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ

れ
た
「
レ
イ
バ
ー
・
ノ
ー
ツ

大
会
」
に
参
加
し
て
き
た
が
、

最
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

資
本
主
義
の
最
先
端
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
で
の
労
働
運
動
、

階
級
闘
争
の
生
き
た
姿
を
見

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
提
と
し
て
共
有
し
て
お

き
た
い
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ

で
は
労
働
者
の
30
％
の
賛
同

で
、
労
働
組
合
結
成
の
認
証

選
挙
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
、
過
半
数
の
支
持
を
得
て

公
式
の
団
交
権
、
労
働
協
約

締
結
権
が
獲
得
で
き
る
と
い

う
法
制
度
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

ま
た
最
近
の
前
進
の
典
型

と
し
て
、
昨
年
秋
か
ら
た
た

か
わ
れ
た
Ｕ
Ａ
Ｗ
（
全
米
自

動
車
労
組
・
「
改
革
派
」
が

執
行
部
を
占
め
た
）
に
よ
る
、

三
大
自
動
車
（
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー

ド
、
ス
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
ー
旧

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
）
の
工
場
に

お
い
て
ス
ト
ラ
イ
キ
で
た
た

か
い
、
４
年
半
で
25
％
の
賃

上
げ
、
「
二
階
層
賃
金
」

（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降

雇
用
さ
れ
た
労
働
者
の
差
別

的
低
賃
金
）
廃
止
な
ど
を
か

ち
と
っ
た
経
験
が
あ
る
。
こ

の
前
進
に
励
ま
さ
れ
、
労
働

組
合
の
組
織
化
が
困
難
で
過

去
２
回
労
働
組
合
結
成
に
失

敗
し
て
い
た
南
部
テ
ネ
シ
ー

州
の
Ｖ
Ｗ
工
場
で
の
労
働
組

合
結
成
に
成
功
し
た
。

三
大
自
動
車
労
組
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
具
体
的
な
報
告

な
ど
を
聞
い
て
、
私
は
、
ア

メ
リ
カ
の
労
働
組
合
運
動
の

要
求
実
現
の
基
本
的
な
力
は

ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
っ
て
、

「
力
と
力
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
」

が
勝
負
を
決
め
る
と
い
う
感

想
を
持
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
要
求
を
実
現
す
る
ま
で

「
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
」
で

た
た
か
う
。
私
の
参
加
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
１

日
や
象
徴
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ

は
遊
び
だ
」
と
い
う
発
言
も

あ
っ
た
。
ま
た
「
恐
怖
を
ど

う
は
ね
の
け
る
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
な
え
ば
、
経
営
者

の
対
抗
策
で
職
を
失
う
恐
れ

が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
つ

ま
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
れ

ば
「
勝
つ
か
負
け
る
か
の
力

勝
負
」
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
勝
つ
た
め
の

「
パ
ワ
ー
」
は
何
か
、
そ
れ

を
ど
う
獲
得
す
る
か
と
い
う

真
剣
な
議
論
が
中
心
的
な
テ
ー

マ
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
で
は
、
工
場
の

操
業
を
止
め
る
（
す
べ
て
の

門
に
ピ
ケ
ッ
ト
を
は
る
）
こ

と
が
で
き
る
だ
け
の
組
合
員

の
数
と
団
結
、
ス
ト
ラ
イ
キ

中
の
生
活
を
補
て
ん
す
る
財

政
力
（
今
回
の
ス
ト
で
の
生

活
補
償
は
フ
ォ
ー
ド
で
週
５

０
０
ド
ル
、
こ
れ
で
は
生
活

が
大
変
だ
っ
た
、
や
っ
と
乗

り
切
っ
た
と
い
う
発
言
が
あ
っ

た
）
、
世
論
の
支
持
・
連
帯
、

政
権
・
政
治
の
動
向
（
バ
イ

デ
ン
大
統
領
も
ト
ラ
ン
プ
も

ス
ト
ラ
イ
キ
「
支
持
」
を
表

明
、
こ
の
秋
の
大
統
領
選
挙

で
労
働
者
の
票
が
ほ
し
い
と

い
う
動
機
も
あ
る
だ
ろ
う
）
、

こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
「
パ
ワ
ー
」

と
い
う
認
識
で
、
こ
の
「
パ

ワ
ー
」
を
ど
う
つ
く
る
か
が

「
戦
略
」
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ワ
ー
の
源
泉
で
あ
る
「
組

合
員
拡
大
が
命
」
を
学
ん
だ

ア
メ
リ
カ
の
労
働
運
動
が

「
組
合
員
が
組
合
員
を
増
や

す
」
運
動
へ
の
転
換
、
「
サ
ー

ビ
ス
提
供
モ
デ
ル
」
か
ら

「
組
織
化
モ
デ
ル
」
へ
の
転

換
に
よ
っ
て
前
進
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
組
合

員
を
増
や
せ
る
組
合
員
の
育

成
」
、
そ
の
た
め
の
「
交
流

と
学
校
」
が
「
レ
イ
バ
ー
・

ノ
ー
ツ
大
会
」
だ
。
大
会
と

い
っ
て
も
方
針
を
決
め
る
こ

と
は
な
い
。
大
会
の
規
模
は
、

会
場
参
加
者
が
２
，
０
０
０

人
ぐ
ら
い
だ
と
思
う
。
こ
の

よ
う
な
交
流
集
会
と
元
気
な

決
起
集
会
が
一
つ
の
パ
タ
ー

ン
だ
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視

点
で
言
え
ば
、
女
性
が
運
営
・

発
言
で
も
主
導
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。

も
う
一
つ
は
、
毎
日
30
～

40
も
あ
る
テ
ー
マ
ご
と
の

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
（
規

模
は
数
十
人
）
、
こ
れ
は
学

校
の
教
室
の
よ
う
な
も
の
だ
。

報
告
・
問
題
提
起
の
後
に
、

数
人
で
の
討
論
、
あ
る
い
は

隣
に
座
っ
た
人
と
感
じ
た
こ

と
を
話
さ
せ
る
な
ど
、
「
と

に
か
く
お
客
さ
ん
に
し
な
い
、

ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
て
聞
き
取
れ
な

い
が
、
口
を
開
か
せ
て
参
加

意
識
を
持
た
せ
る
、
考
え
さ

せ
る
」
、
こ
れ
も
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン

グ
」
の
一
つ
な
の
だ
と
思
っ

た
。
「
組
合
員
を
増
や
せ
る

組
合
員
の
育
成
」
を
最
大
の

獲
得
目
標
と
し
て
い
る
か
ら
、

「
秘
密
の
レ
シ
ピ
」
や
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ

ジ
ン
グ
」
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ス
キ
ル
が
生
み
だ
さ
れ
、

活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
た
。

「
み
ん
な
が
発
言
し
、
み

ん
な
が
参
加
す
る
元
気
な
運

動
」
、
無
関
心
な
人
に
働
き

か
け
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

「
労
働
組
合
に
は
無
関
心
で

も
、
自
分
の
働
き
方
や
労
働

条
件
に
無
関
心
な
人
は
い
な

い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
「
よ

く
知
ら
な
い
人
と
も
話
を
す

る
に
は
」
、
「
ま
ず
自
分
の

こ
と
か
ら
話
す
こ
と
」
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ

ナ
イ
ジ
ン
グ
」
で
も
「
自
分

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
話
す
」
と

か
表
現
さ
れ
る
が
、
私
が

「
要
求
討
議
を
前
進
さ
せ
る

に
は
、
討
議
を
す
す
め
る
側

が
自
ら
の
生
活
、
要
求
を
語

れ
」
と
言
い
続
け
て
い
る
こ

と
と
同
じ
よ
う
に
思
う
。

ア
メ
リ
カ
の
経
験
を
ま
ね

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

な
ぜ
元
気
に
組
合
員
を
増
や

せ
て
い
る
の
か
、
よ
く
使
わ

れ
る
「
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
」

と
い
う
標
語
に
は
、
何
が
示

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

職
場
で
お
か
し
な
こ
と
や
要

求
が
あ
っ
た
ら
、
「
声
を
上

げ
る
」
、
「
問
題
を
提
起
す

る
、
問
題
を
起
こ
す
」
、

「
み
ん
な
で
考
え
る
よ
う
に

す
る
」
、
そ
れ
が
「
ト
ラ
ブ

ル
メ
ー
カ
ー
ズ
・
ス
ク
ー
ル
」

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
て

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
２
０
２
５
年
度
運
動
方
針


